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◇ 本部長 出島 康佑【荒川支部 安立運輸㈱】 

日頃より青年部の活動へのご協力、心より感謝申し上げます。 

令和 6 年度の総会において、青年部の役員改選を迎えます。１年間と短い在任期間ではございましたが、皆様のご理解とご協力により

任期満了を迎えられましたこと、重ねて深く感謝申し上げます。 

この 1 年間、みんなで学び、経験し、一緒に成長できる仲間を作っていくことを目的として活動してまいりました。研修会やイベント

を通じて、青年経営者として必要な知識と経験を深めることができました。特に令和 5年 12 月の研修会においては、浅井会長と対談をす

る貴重な機会をいただきました。 

皆様と共に様々な活動に取り組んだことは、私自身の大きな財産となりました。次世代の担い手としての自覚と責任を持つことの大切

さを学ばせていただく機会を頂戴し誠にありがとうございました。この期間に培った経験を今後に活かし、業界発展のために尽力させて

いただきます。 

最後になりましたが、東ト協会員の皆様、ロジ研の皆様、女性部の皆様、事務局の皆様、そして 1 年間共に過ごさせていただきました

青年部の皆様へ、心からの感謝を申し上げ、最後の挨拶とさせていただきます。 

 

◇  総務・研修委員長 佐藤 文平【大田支部 トーヨーエキスプレス㈱】 

青年部の皆さま、日頃より青年部活動へのご理解とご協力に感謝申し上げます。 

総務・研修委員長の佐藤です。きらめき 2022年 9月に発刊した No.89号で研修委員長就任のご挨拶をしましたが、2年間の任期で少し

肩書が追加されての退任のご挨拶になります。まずは重ねてにはなりますが、皆さまの多大なるご理解とご協力により様々な活動ができ

ました。本当にありがとうございます。 

著名人を呼んでの研修を始め、どうしたら少しでも多くの人が興味を持ち、参加したことに意義を感じていただけるかを開催日程含め

試行錯誤しながら実施してまいりました。と同時に、もっとこうやれたらもしかしたら！と更なる知恵やアイデアを振り返った時に感じ

ることもありました。 

私は会に参加する以上は何かしらの「わくわく」が必要不可欠だと思っております。新たな出会いを求めるでも、気の合う仲とワイワ

イやるでも、知識を深める・習得するでも、その人その人にとっての「わくわく」はきっとあるはずです。任期内でどれだけの「わくわ

く」を皆が感じられたのか定かではありませんが、少なくとも私は皆と行ってきた活動ひとつひとつを楽しくやれました。 

今後も私と皆さんの「わくわく」をたくさん共有させてください。引き続き青年部をよろしくお願いいたします。 

 

◇  組織委員長 川島 健太郎【千代田支部 アイ・エス運輸㈲】 

奇貨居くべし。 

「来期の組織委員長をやってくれ」と言われた時には戸惑いましたが、滅多に無い機会だし勉強のつもりでやってみるか、という気持

ちで依頼を引き受けたのがもう 2年前のことです。 

新型コロナなど流行り病が影を落とす中でイベントを企画する仕事には苦労しましたが、組織委員をはじめ青年部の皆様に助けてもら

うことで何とか無事に任期を終えることができました。 

特に毎年恒例のチャリティゴルフコンペ運営に関しては、ゴルフが大の苦手である私に加えて、ゴルフ嫌いの者やゴルフ場に一度も足

を踏み入れたことが無い者など、エリート揃いの当期組織委員達が企画から当日の受付までを担当するという近年稀に見るヤバい有様で

したが、青年部や女性部・ロジ研の皆様のご協力の下、どうにか開催にこぎつけました。 

他にもトラックフェスタ実行委員会に参加させてもらったり、全ト協青年部会全国大会の司会を担当させていただいたり、色々と貴重

な経験ができました。 

頑張って参加すればスキルアップできる、仲間もできる。トラック協会青年部の面白さを体感した 2年間でした。 

大変お世話になりました。ありがとうございました。 
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◇   関ト協担当委員長 金井 健蔵【大田支部 ㈱共運】 
皆様、青年部活動に対し、ご理解ご協力のご支援をいただきありがとうございます。 

この度、私は関ト協担当委員長としての任期を終え、退任する運びとなりました。 

在任中、東京の仲間や関東の仲間、そして全国の仲間たちと共に活動を行う中で、多くの有意義な経験を得ることができました。改めて

感謝申し上げます。 

コロナ禍という未曾有の困難を乗り切り皆様と協力し合い、活動ができたことを誇りに思います。特に、全国各地の仲間たちと連携し、

各ブロック大会を通じて業界の発展と青年部員同士の信頼関係を強固なものにする為に努めてまいりました。 

先の予想が見出しにくい時代になりましたが、そんな時だからこそ、青年組織の活動を通じて得た全国の仲間たちとの絆が重要だと感
じております。これからも、その仲間たちとの連携を大切にしながら、一会員として協会の活動に参加し、業界の発展に寄与してまいりた

いと考えております。 

また、これからの青年部の活動には、業界に必要な知識を深める取り組みを期待しております。新しい知識と技術を取り入れ、次世代を

担うリーダーとして成長していくことが重要だと思います。 

次期役員の皆様には、青年部のさらなる飛躍と成功をお祈りするとともに、引き続き皆様のご支援を賜りますようお願い申し上げます。 

 

◇   広報委員長 飯島 慎太郎【新宿支部 ㈱トーワ・デリバリー】 
広報委員長を務めさせていただきました飯島です。1 期 2 年の任期を務めさせていただいた中において、制限されてきた日常から徐々に

回復し、青年部の活動も活気あるものへと回復していく様を肌で感じることが出来た 2年間でした。きらめきの紙面・Facebookも本部や各

支部青年部様の活動を報告できる機会も増え、今はただほっとしております。ご協力いただきました皆様に心から感謝いたします。 

こうして最後の発行を迎えることが出来たのも皆様のおかげです。本当にありがとうございました。 

ここ数年なかなか出来なかった青年部員同士の交流やネットワークの構築も積極的にできることと思います。縁あって幹事になった皆さ

んでぜひ活気ある東京の青年部を復活させてください（笑）。 
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★東ト協青年部 総会 

 令和６年６月７日（金） 於：東京都トラック総合会館 

 （１）総会  １７：００～１８：３０ 

  (２) 懇親会 １８：４５～２０：１５ 

 

★関東ブロック大会・チャリティゴルフ大会 

 ・ブロック大会 

 令和６年６月２８日（金） 於：浅草ビューホテル  

（１）研修会  １４：３０～１７：００ 

 (２) 交流会  １７：２０～１９：２０ 

 ・チャリティゴルフ 

令和６年６月２９日（土） 於：紫カントリークラブ 

         ６：４５～ 受付開始 

行 事 予 定  

≪ 全日本トラック協会青年部会 全国大会 ≫ 

２月１６日に東京都新宿区にある京王プラザホテルにて、令和５年度 

(公社)全日本トラック協会青年部会全国大会が開催されました。青年部会 

金井部会長の開会挨拶から始まり、ご来賓の皆様からの青年部員への激

励（ご挨拶）をいただきました。 

「青年経営者等による先進的な事業取組に対する顕彰」授与式・受賞者事

業発表を行い、青年部会活動報告をしたほか、後半の研修では、講師とし

てゴルゴ松本氏にお越しいただき、「命の授業」を聴講しました。 

研修終了後には交流会を行い、盛会の中、無事に閉会を迎えました。 

また、閉会後には東京都トラック協会青年部と大阪府トラック協会青年部

会の皆様と交流会を行いました。 

 

 

3 月 14 日～16 日の 3 日間で、6 年ぶりとなる青年部海外研修が開催

されました。 

訪問先はタイ（バンコク）で、出島本部長をはじめとする青年部員 13 名

の参加がありました。タイ矢崎・豊田通商モビリティインフォマティクス・Ｄ

ＴＣ・タイ運輸省陸運局・清和パイオニアを視察し、学びを深めました。 

日本では、ドライバー不足、働き方改革、DＸ化の遅れ等を課題として

いるが、タイという国が抱える課題との差によって成長させていく方向が

大きく違っている事が印象的でした。 

タイでは、きちんと管理されないと求めている働き方をしてくれない、と

いう国民性と交通事情の悪化及び、交通違反、交通事故の多さから、シ

ステムを使って管理する事の優先順位が高くなり、デジタルによる運行管

理の発展が進んでいました。一方で、人口が増え続けているタイにおい

ては、トラックドライバー不足という問題自体が起きていないので自動運

転を開発するという発想は皆無という事や、タイの渋滞事情(通勤と帰宅

時間はずっと渋滞)と国でさえ正確な地図をもっていない事は衝撃的でし

た。 

現地で実際に目にして比較することで日本の物流のレベルの高さを感

じながらも、もっとデジタル化を進めて効率を上げる事で生産性を上げて

いく事が大切だと感じました。 

この度は貴重な機会をいただき、誠にありがとうございました。 

海外研修 ～タイ・バンコク～ 


